
オットーボック製品　取扱説明書 ②　( 製品篇 )
オットーボック装具　取扱手引書 ②　( 製品篇 )

8360　ゲニュ カレッツア パテラ スタビライザー

【適応 ・用途】

『8360 ゲニュ カレッツァ パテラ スタビライザー』は、膝蓋骨側方の安定性を高めるための装具です。

【特徴】

『8360 ゲニュ カレッツァ パテラ スタビライザー』 は２本のベルトと内蔵された半月形状のパッド (C シェイプドパッド） により、 膝蓋

骨を側方から的確に押さえることができます。 ショートタイプでコンパクトに装着することができるため、 膝関節の動きを妨げずに、

日常の動作や、 スポーツの際にも使いやすく、 下肢にフィットする解剖学的なデザインとなっています。 また通気性に優れた 3 層

構造の吸汗発散素材を採用することで、 皮膚表面を快適な状態に保ちます。

【サイズの選び方】　

以下を参照し、 サイズの選択をしてください。
（一箱 :1 個入り）

このたびは本製品をご採用いただきまして、 誠にありがとうございます。 本製品を安全にお取扱いいただくために、 ご使用

前に必ず取扱手引書① （基本篇） と取扱手引書② （製品篇） をよくお読みいただき、 使用される方に装着方法、 使用

上の注意、 お手入れ方法などを必ずご案内ください。

また取扱手引書①②は、 必要な際にいつでも参照できるようにお手元に大切に保管してください。

義肢装具士をはじめとする医療従事者の方々へ

【調整方法と装着手順】

装着前に取扱手引書①基本篇の 【使用上の注意―必ずお読みください―】 をよく読み、 また、 医療従事者による装着手順の

指導に従って、正しく装着してください。 （写真は右足での手順を示しています。 左足の場合はベルトの位置が左右逆になります。）

● 本製品を初めて装着される際には、 必ず医師、 義肢装具士をはじめとする医療従事者による調整と装着

　　手順の指導が必要となります。

● 適応については、 必ず医師の診断を受けてください。

発注品番 サイズ
適用範囲

大腿周径（cm） 下腿周径（cm）

 8360=XXS-7 XXS 36～40 29～32

 8360=XS-7 XS 40～44 32～35

 8360=S-7 S 44～48 35～38

 8360=M-7 M 48～52 38～41

 8360=L-7 L 52～56 41～44

 8360=XL-7 XL 56～61 44～48

 8360=XXL-7 XXL 61～67 48～51

【サイズの測り方】

イラストのように膝蓋骨中心から上下15㎝の大腿部、下腿

部の周径を測ります。

・左右兼用

・計測値が２サイズにまたがる場合は、大きい方のサイズをお選びください。

● 本製品の本体にはネオプレン素材が使われていますので、 装着時間は医師の指示に従ってください。

● 装着部位が保温されることにより不具合が生じる場合には、 ネオプレン素材を使用していない他の製品の   

　　使用をおすすめします。

● ゴム製品などによるアレルギーがある場合には、 事前に医師に相談してください。

15

15 15

● 装着者が安全に、 かつ適切に装着するために、 イスに浅く腰かけて、 以下の装着手順を行ってください。備　考

（次ページに続く）
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掲載内容の無断使用禁止　　　

掲載されている内容、 文章、 画像については、

無断で使用もしくは転載することを禁止します。

お問合わせ先

【品質表示】 本体 ： ネオプレン、 ナイロン、 など　

● 義肢装具士をはじめとする医療従事者は、 本製品が正しい位置で装着できるよう調整されていることを

　　必ず確認した上で、 使用者に手渡してください。

④  ベルトの締め付け具合によって、 膝蓋骨に対するパッド

     の押さえをコントロールすることができます。  

　　 写真④のように矢印方向にベルトを締め、 調整します。    

⑤  正しく装着できているかを確認し、 ズレ、 ゆるみ、 締め付け

     すぎなどがないように装着状態を調整してください。

【お手入れ方法と注意事項】

・ 繊維を傷めたり、 伝線やほつれの原因となることがありますので、　面ファスナーのフック面とループ面の両面

　を接着させてお手入れしてください。

● お手入れをされる場合には、 取扱手引書 ① 【お手入れ方法と注意事項】 を必ずご覧ください。

写真④

内蔵の

パッド

① ２本のベルトをゆるめ、 本体に膝を通し （写真① - １）、

　　前面開放部が膝蓋骨正面になるように引っ張り上げま

　　す。 この時、 中央の繋ぎ目が正面に、 パッドの端が膝蓋

　　骨外側にくるようにしてください （写真① - ２）。  

　　症例によっては、 パッドが膝蓋骨内側になるように装着す

　　る場合がありますので、 不明な場合は医師または義肢装

　　具士に相談してください。  
写真① -1 写真① - ２

パッド位置

③  下腿側から出ているベルト （背面写真の B）　を大腿側

　　 のプラスチックカンに後面から通し、 引っ張りながら留め

     ます （写真③ -1、 ２）。 　　　   

写真③ -1 写真③ - ２

B

B

A

背面写真

②  大腿側から出ているベルト （背面写真の A）　を下腿側

　　 のプラスチックカンに後面から通し、 引っ張りながら留め

　　 ます （写真②）　。 　　

　　　　 

写真②

A B

A

背面写真
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